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1. はじめに 

地球温暖化やグローバル化の影響を受け，わが国における

蚊媒介感染症への関心が高まっている．2014年夏に我が国

で発生したデング熱の国内流行は記憶に新しい．東京都で

は，6月を蚊の発生防止強化月間とし講習会の実施やポスタ

ー掲示を行っているほか，蚊の調査監視を行うサーベイラン

スにおいては，通常の広域サーベイランスに加えて 2015年

4月から利用者が多い施設において重点サーベイランスを実

施している 1）． 

蚊媒介感染症対策の一つに蚊の発生を抑制することがあ

る．蚊は，下水道施設 2）から発生することが報告されてお

り，浄化槽 3）もその一つである．しかしながら，浄化槽に

おける蚊の発生の原因については不明な点が多く，効果的な

蚊対策が講じられていないのが現状である． 

そこで本研究では，浄化槽調査を通して蚊の発生する浄化

槽の特徴を調べ，蚊幼虫の発生抑制対策へつながる知見を得

ることを目的とした． 

2. 研究方法 

対象とする浄化槽は，表 1に示すようにいわき市内で使

用されている 5 人槽～10 人槽の合併浄化槽を無作為に 12 基

（A～L）選定した．調査日は 2019 年 7 月 12 日から 9 月 18

日の間に１回ずつ行った．調査では，浄化槽の蓋を開け，内

部の写真撮影と蚊幼虫の生息の有無を観察した．その後，ピ

ストン式採水器を用いて沈殿槽および処理槽の水を 1Lずつ

採水した．ボウフラやスカムなどが発生していた場合は表層

水を 1L採水した．その後，浄化槽の出口から放流口までの

放流管の長さをメジャーで測定した．サンプリングした水は

すぐに実験室に持ち帰り，その日のうちに水質測定［（pH

（TOADKK，HM-25R），濁度色度（日本電色工業株式会

社，WA1），電気伝導度（TOADKK，CM-40S），TOC

（SHIMAZU，TOC-L），SS（ADVANTEC，KM-3N），BOD

（IIJIMA，B-100Z））を行い，蚊幼虫の発生が確認できた場

合は個体数のカウントを行った． 

 

 

3. 実験結果・考察 

今回調査した浄化槽 12 基のうち，蚊発生がみられた合併

浄化槽は 3 基（B，D，K）となり 25%に相当した．浄化槽

の大きさは，5 人槽，7 人槽，10 人槽とバラバラであり，蚊

の発生と浄化槽の規模は無関係であった．同研究グループで

行った研究では，みなし浄化槽でも蚊幼虫の発生が確認され

ており 4)，浄化槽の規模や種類に関係なく蚊が発生している

結果となった．蚊幼虫の発生数（図 1）は，100mL中に 20～

360 匹とばらつきがあり，蚊幼虫の生息していた処理槽は嫌

気ろ床槽（第 2 室）または沈殿槽で限られていた．また，採

取した蚊幼虫を羽化させた成虫から，3 基すべての浄化槽で

発生していたのはイエカ属の蚊であると判断した． 

表 2 に浄化槽の放流管長を示した．ほとんどの浄化槽は，

浄化槽出口から放流口までにマスが設置されており，中には

ポンプ槽が設けられているものも存在した．このため，放流

管長は，浄化槽あるいはポンプ槽出口からマスと，マスから

放流口までの管長を合計した値として求めた．本研究では，

放流管が短いほど浄化槽と外界との距離が短くなり，蚊の発

生が増えると予想したが，調査の結果，Kは 1.1m となり 12

基のうち最も短い管長だったが，Bおよび Dの管長は比較的

長く，蚊の発生がない浄化槽の方が短いケースもあった．こ

のため，必ずしも管長は蚊の発生に関係しないことが示され

た．浄化槽内で見られる蚊として，アカイエカ 3）とチカイ
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表 1 浄化槽の調査日と人槽 

調査日 人槽 調査日 人槽

A 7月12日 7 G 7月26日 10

B 7月16日 5 H 7月26日 7

C 7月16日 7 I 8月26日 5

D 7月16日 10 J 8月26日 7

E 7月16日 5 K 8月26日 7

F 7月26日 7 L 9月18日 5
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エカ 5）が報告されている．チカイエカは，狭所交尾性の特

徴を持ち，さらに羽化してから吸血なしで産卵ができる無吸

血産卵性の特徴をもつ．このことから，放流管長が長い浄化

槽で発生している蚊は，外界との交流をもたずに浄化槽内の

みで増殖を繰り返している可能性も予想された． 

図 2 に各浄化槽の処理水の BOD を示した．全浄化槽の平

均値は 7.03mg/L であり，蚊が発生した浄化槽の B，D，K で

はそれぞれ 4.90 mg/L，8.27 mg/L，3.74 mg/Lであった． 3 基

とも浄化槽の処理基準は達成しており，十分な処理が行われ

ていた．図 3 は TOC と BOD の相関図を示している．蚊の発

生が認められた浄化槽の処理水の水質は，実線で示した各平

均値の交差付近に近く．平均的な処理が行われている浄化槽

で蚊が発生していることが示された．このような浄化槽は，

処理に寄与する微生物の活性が比較的高く，安定した処理が

なされていることが予想される．蚊幼虫は，有機物を餌とし

ているため，浄化槽内の何らかの有機物を摂取していると考

えられる．良好な処理が行われている浄化槽は，処理に寄与

する微生物が安定して存在していることが考えられることか

ら，浄化槽の微生物が餌として寄与している可能性が予想さ

れた． 

 

 

4. まとめ 

蚊が発生する浄化槽の特徴を明らかにするため，12 基の

合併浄化槽に対する調査を行った．その結果，蚊の発生と放

流管の長さに関係性は示されなかった．また，蚊が発生して

いる浄化槽の処理水は，平均的な水質であり，水処理として

の機能が維持された浄化槽であった．このことから，水処理

に寄与する微生物が安定的に存在す浄化槽で蚊が発生してい

る可能性があると予想された． 
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表 2 A～Lの放流管長． 

*は蚊の発生が確認された浄化槽を示す 

距離(m) 距離(ｍ)

A 14 G 7

B* 7.9 H 4.5

C 14.6 I 7.1

D* 11.6 J 2.5

E 17 K* 1.1

F 8.2 L 3
図 3 TOCと BODの相関図 
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図 2 処理水の BODの測定結果 
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図 1 A～Lの蚊幼虫の数 
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